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トマ ト跡地 水 日におけ る土壌有機物 の変化 と水稲 の生産性
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1ま え が き

野菜畑跡地水田における水稲作については,日畑輪換の

研究等により行われ,知見も得られている。ここでは, ト
マトを栽培するために多量の有機物を施用し, しかもその

栽培は1年 に限られ,その後には, 2～ 3年間水稲を栽培

する,いわゆる日畑転換圃場の中から,現地に,土壌型,1

に 5カ 所の圃場を選び, トマト跡地の水稲の生育収量と水

田条件下における有機物の変化について 2年間にわたって

調査,検討した。

2試 験 圃 場

現地の圃場の中から,代表的な圃場を 5カ 所土壌型別に

選んだ。つまり,A;礫質土壌,B;黒色土壊, C;灰褐

色土壌,D;グ ライ土壊,E;灰色土壊である。それぞれ

の断面柱状図を図 1に示した。

図 1 試験圃場断面柱状図

3実 験 方 法

(1)全有機物 : 灼熱損失法・
)を

用いたが,粘土による

補正は行わなかった。

{2)全窒素 : ケルダール法を用いた。

(3)ア ンモニウム態窒素 : 三木ら2)の
方法に従った。

(4)ア ンモニア態窒 素 : 塩化カリ抽出後に定量した。

4結 果 と 考 察

(1)水稲の生育と収量

栽培方法は慣行に従ったが,水稲初年目は,無肥料でス

タートするのが通例である。

1)初年目(昭和54年度 )

灰色土壌では,穂数が少なく,最 も収量が低かったが,

いずれの区でも生育が良好で多収となった。しかし,グ ラ

イ土壌では倒伏をみるなど生育過剰の区であった。

21 2年 目(昭和55年度 )

グライ土壌では生育が遅れ,登熟不良となり,灰色土壌

では,イ モチ病の発生により低収となった。そして,全区

とも54年度より,かなり収量が低下した。黒色土壌とグラ

イ土壌では, 2年 目もまだ生育に影響があるものと推察さ

れた。

(2)土壌有機物の変化

土壌中の全電機物は すべての土壊で 2年間にわたり減少

を続け, トマト栽培時に施用された有機物の分解が進行す

ることを示 しているが,初年目の減少が大きかった(表 3)。
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表 1 昭和54年度の生育収量

土壌型

7月 17日 8月 8日 9月 26日 収 量 (鬱/3)

考備草 丈
(m)

茎 数
(本 )

丈
＞

草
鰤

数
＞

茎
鉢

長
＞梓

鰤
長
＞

穂
鰤

穂 数
(本 )

わら重 玄米重

A

B

0

Il

E

68

66

56

71

67

20 0

10 5

213

23 0

16 6

89

101

83

101

92

74

81

70

90

7,

175

20 8

181

196

182

20 7

127

214

24 6

145

1170

1010

73 8

89 3

72 4

816

74 9

73 2

82 0

68 1

アキ ヒカ ,30X17m
ヤマテニシキ 30× 8∽

ア キ ヒカ リ 30X18 Cll

ササ ミノ リ
*30× 14伽

ヤマテニシキ 30X14m

土壌型

6月 20日 8月 11日 9月 25日 収 量 (29/8)
備 考丈

の
草
＜

茎 数
(本 )

草 丈
(m)

茎 数
(本 )

梓 長
(い )

穂 長
(m)

穂 数
(本 )

玄 米 重

A

B

C

D

E

35

38

33

25

35

198

17 8

125

108

18 0

88

109

83

85

94

22 5

25 9

195

22 6

23 0

68

81

※_

34

74

172

198

186

182

20 2

222

20 6

22 5

59 5

618

33 3

44 5

ア キ ヒ カ リ

ヤマテニシキ

ア キ ヒカ リ

キ ヨ ニ シ キ

ヤマァ_シ キ
**

注  *倒伏

表 2 昭和55年度の生育収量

注 _※ 未調査 ,**イ モチ病多

一方,全窒素では,礫質土壌と黒色土壌では, 2年間で

わずかに減少がみられたが,他の土壌では減少がみられな

かった。しかし,ア ンモニウム態窒素は,灰色土壌を除け

ば 2年間にわたり減少した。そして,こ れは,初年目に大

きい傾向があり,ま た初年目のNH4~Nも かなり高かった。

水田条件では,ア ンモニウム態窒素が,窒素肥沃度と関係

をもつ可能性については,すでに示したが

')ト

マト跡地水

田では,こ のアンモニウム態窒素が,後期の窒素供給に大

きな役割 を果すものと推察した。

2年目では, 8月 のNH4~Nがかなり減少したが,こ れ

はアンモニウム態窒素の減少と低温のためと考えられる。

以上のことから, トマト栽培時に施用された多量の有機

物の残効が,後に栽培される水稲の生育,特に後期の生育

に影響のあることがみられ,ま た土壊型によって異なるこ

とが,窒素の変化からも推察された。

5 ま  と  め

トマト跡の水田では, トマト栽培時に投入された,有機

物の残効が高 く,窒素肥沃度が高まり,こ れらの窒素の肥

効は,水稲の多収と結びつく反面,倒伏,イ モチ病の発生

等の減収の要因 ともなることが考えられ,適切な品種,施

肥,管理が,必要と考えられる。

トマ ト栽培に投入 された有機物の量や,土壌型によって

栽培法も異なるが一般的には,初年目は,耐肥性品種 と元

肥の調整が必要であり, 2年目では,有機物含有量の高い

水日や水はけの悪い水田では,耐肥性の品種が望まれるが

他の水田では,一般栽培で良いと推察 した。
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表 3 土壌有機物 と窒素化合物の変化

土壌型

全 有 機 物 (%) 全 窒 素 (%) アンモニウム態窒素 NEl―N (4み/100′ )

水 稲
作 前

1作後 2作後 前 1作後 2作後 前 1作後 2作後 1作 目 2作 目

Δ

3

0

D

E

68

17 5

53

88
77

60
14 2

43

78

73

57

125

35
70
59

019

0 45

0 09

0 24

018

019

0 38

0 09

0 24

017

013

0 40

010

0 23

019

642

1033

39 1

64 2

430

46 6

75 1

30 1

58 3

419

34 1

70 5

26 5

52 1

45 0

31

39
21

17

27

05
09
05
08
00

注 いずれも8月


